
　西脇市上戸田に所在する上戸田遺跡は、一般国道 175 号西脇北バイパスの建設に先立ち、令和元年度

より発掘調査を行ってきました。

　上戸田遺跡は、一級河川の加古川と、独立山の八日山に挟まれた自然堤防上に立地しています。かつ

ては、ほ場整備に伴う発掘調査が昭和 56 年に西脇市教育委員会によって行われ、弥生時代終末期～古

墳時代前期（今から 1700 ～ 1600 年前）の竪穴建物跡が見つかっています。

　今回の調査では、この昭和 56 年度の調査で見つかった竪穴建物跡を 40 年ぶりに再発掘した他、新た

にその周辺から同様の時期の建物跡などの生活の痕跡が数多く見つかりました。そのため、調査現場を

一般公開したいと思います。
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☆ 弥生時代～古墳時代にかけての竪穴建物跡が６棟

　 見つかりました！

☆ 昭和 56年に発掘調査された竪穴建物跡を 40年

 　ぶりに再発掘！

☆ 令和２年度調査で見つかった弥生時代～古墳時代

　 の鉄器がヤリガンナであることが判明！
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図１　調査の位置

図３　溝から見つかった鉄製のヤリガンナ

図４　南から上戸田と津万平野を望む

弥生～古墳時代のヤリガンナが出土！
　昨年度（令和２年度）の発掘調査では、溝の中から弥生

時代終末期～古墳時代前期（今から 1700 ～ 1600 年前）の

土器と一緒に、全長 23 ㎝の細長い鉄器が見つかりました。

見つかった当初は錆
さび

に覆われており、何の道具であるか分

かりませんでした。そこで、Ｘ線レントゲン写真（右の白

黒写真）を撮影したところ、ヤリガンナであることが判明

しました。

　ヤリガンナとは、木材の表面を削ったり、加工をしたり

する木工具の一つです。刃のついた先端が湾曲しているの

が特徴です。室町時代（15 世紀）に現在でも用いられて

いるカンナ（台
だいかんな

鉋）が普及するまで使用されていました。

　今回の発掘調査では、弥生時代～古墳時代

にかけての竪穴建物跡を中心に多くの遺構が

見つかりました。そのため、このあたりは当

時集落（ムラ）が営まれていたと考えられま

す。加えて、この集落に関係する溝から、鉄

製のヤリガンナが見つかっていることも大き

な成果といえるでしょう。

　また、それから 600 年後の平安時代には、

再びこの地で人々が生活していることが判明

しました。

　発掘調査によって、上戸田の地では古くから人々が連綿と生活していたことが分かり、郷土の歴史を

知るうえで貴重な成果を得たと言えるでしょう。
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今年度の調査成果

40 年ぶりに再発掘された竪穴

建物跡です。屋根を支えていた

柱の跡や、中央の土坑（穴）が

はっきりと残っています。

昭和 56 年に西脇市教育委員会によって

調査された竪穴建物跡

直径 4.5 ｍの小さな円形

の竪穴建物跡です。後世

に削られて殆ど残ってい

ませんでした。

今回の発掘調査成果（９月２６日現在）

　①弥生時代終末期～古墳時代前期

　　　　（今から 1700 ～ 1600 年前）

　　　竪穴建物跡６棟、ピット（小さな人工的な穴）、

　　　土坑（大きな人工的な穴）

　②中世（平安時代～鎌倉時代）

　　　溝、ピット、土坑 ２棟の竪穴建物跡が切り合って見つかりました。

生活していた家を建て替えたのかもしれません。

後世に削られてよく残っていない場

合は、柱の跡や土坑（調理や暖をと

るための穴）の配置から建物を復元

することができる場合があります。（西脇市教育委員会編 2006 『西脇市集落遺跡調査集報Ⅰ』より引用）
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